
‭これをするだけ！車検で３万円得をす‬
‭る３つの方法‬
‭【車検前にやるべきセルフチェックリスト 】‬

‭車を長持ちさせる技術‬

‭1. 車検前のセルフチェックリスト【必須項目】‬
‭✅ ①タイヤの溝・空気圧のチェック‬
‭✅ ②ライト類の点灯確認（前後・ウインカー・ブレーキランプ）‬
‭✅ ③ワイパーゴムの劣化チェック‬
‭✅ ④ウォッシャー液の補充‬
‭✅ ⑤エンジンオイルの量・汚れチェック‬
‭✅ ⑥クーラント（冷却水）の量チェック‬
‭✅ ⑦ブレーキパッドの残量確認（目視 or 異音チェック）‬
‭✅ ⑧バッテリーの劣化チェック‬
‭✅ ⑨排気ガスの色チェック（白煙・黒煙は要注意）‬
‭✅ ⑩車内の警告灯チェック‬

‭2. セルフチェックで「自分でできる整備」と「プロに任せるべき整備」‬
‭【自分でできる整備】‬
‭【プロに任せたほうが良い整備】‬

‭3. 車検を安く済ませるための3つのポイント‬
‭🚗 ①ディーラー車検 vs 民間車検、どちらを選ぶ？‬
‭🚗 ②不要な整備を断るコツ‬
‭🚗 ③車検専門店・ガソリンスタンドの「格安車検」を活用する‬

‭まとめ‬



‭車検は必ず受けなければならないものですが、ディーラーや整備工場に 丸投げすると不要‬
‭な整備費がかかる こともあります。‬

‭事前にセルフチェックを行い、 自分で対応できる部分は整備しておくことで無駄な出費を‬
‭抑えられます。‬

‭1. 車検前のセルフチェックリスト【必須項目】‬

‭✅ ①タイヤの溝・空気圧のチェック‬
‭•‬ ‭溝の深さが1.6mm以下だと車検NG！‬

‭→ 溝の減り具合は「スリップサイン」で確認‬‭（スリップサインが見えたら交換）‬

‭•‬ ‭空気圧は適正範囲にあるか？（ドアの内側に表示あり）‬

‭✅ ②ライト類の点灯確認（前後・ウインカー・ブレーキランプ）‬

‭•‬ ‭ヘッドライト（ロービーム・ハイビーム）‬

‭•‬ ‭ウインカー（左右前後）‬

‭•‬ ‭ブレーキランプ（誰かに見てもらうか、壁に反射させて確認）‬

‭•‬ ‭ナンバー灯（切れていると車検NG）‬

‭✅ ③ワイパーゴムの劣化チェック‬

‭•‬ ‭拭きムラやビビリ音があるなら交換時期‬

‭•‬ ‭ゴムが裂けていたら即交換！‬

‭✅ ④ウォッシャー液の補充‬

‭•‬ ‭ウォッシャー液が出ないと車検NGになることもあるため、事前に補充。‬

‭✅ ⑤エンジンオイルの量・汚れチェック‬

‭•‬ ‭オイルゲージで量を確認（適正範囲内か？）‬

‭•‬ ‭オイルが黒くなっている場合は交換時期‬

‭→ 「5,000kmまたは6ヶ月ごと」に交換が目安‬

‭✅ ⑥クーラント（冷却水）の量チェック‬

‭•‬ ‭リザーバータンクの「LOW」と「FULL」の間にあるか？‬

‭•‬ ‭減っていたら補充（エンジンが冷えた状態で！）‬



‭✅ ⑦ブレーキパッドの残量確認（目視 or 異音チェック）‬

‭•‬ ‭キーキー音が鳴る → ブレーキパッドが摩耗している可能性大‬

‭•‬ ‭残量が 3mm以下なら交換が必要‬

‭✅ ⑧バッテリーの劣化チェック‬

‭•‬ ‭エンジンのかかりが悪い・ライトが暗い場合は要注意！‬

‭•‬ ‭交換目安は2～5年（点検時に電圧を測定してもらうのが確実）‬

‭✅ ⑨排気ガスの色チェック（白煙・黒煙は要注意）‬

‭•‬ ‭白煙 → エンジンオイルの燃焼（オイル上がりの可能性）‬

‭•‬ ‭黒煙 → 燃料がうまく燃焼していない（エアクリーナーや燃料系のトラブ‬
‭ル）‬

‭✅ ⑩車内の警告灯チェック‬

‭•‬ ‭エンジン警告灯・ABS警告灯が点灯していないか？‬

‭•‬ ‭何か点灯している場合は、原因を調べておく（車検NGになる場合あり）‬



‭2. セルフチェックで「自分でできる整備」と「プロに任せるべ‬
‭き整備」‬

‭【自分でできる整備】‬

‭💰 → DIYで対応すれば整備費用を節約できる！‬

‭✔ ワイパーゴムの交換（1,000円～3,000円）‬

‭✔ ウォッシャー液の補充（数百円）‬

‭✔ バッテリーの充電 or 交換（10,000円～）‬

‭✔ タイヤの空気圧調整（ガソリンスタンドで無料 or 100円）‬

‭【プロに任せたほうが良い整備】‬

‭💰 → 無理にDIYするとかえって高くつくことも！‬

‭❌ ブレーキパッドの交換（ディスクブレーキは専門知識が必要）‬

‭❌ エンジンオイル＆オイルフィルター交換（DIY可能だが廃油処理が面倒）‬

‭❌ タイヤ交換（溝がない場合）（バランス調整が必要）‬



‭3. 車検を安く済ませるための3つのポイント‬

‭🚗 ①ディーラー車検 vs 民間車検、どちらを選ぶ？‬

‭項目‬ ‭ディーラー車検‬ ‭民間車検‬

‭費用‬ ‭高め（8～15万円）‬ ‭安め（5～10万円）‬

‭対応‬ ‭メーカー基準で細かく点検‬ ‭最低限の整備でコストを抑えられる‬

‭メリット‬ ‭安心感がある、保証付き‬ ‭費用を抑えやすい‬

‭デメリット‬ ‭費用が高い‬ ‭技術力が店舗による‬

‭💡‬‭「10年以上の古い車」‬‭なら‬‭民間車検‬‭、‬‭「新しめの車」‬‭なら‬‭ディーラー車検‬‭が安心！‬



‭🚗 ②不要な整備を断るコツ‬

‭🔹‬‭「お任せします」と言わない！‬‭→ 余計な整備が追加されやすい‬

‭🔹‬‭「車検に通る最低限の整備でOK」‬‭と伝える‬

‭🔹 見積もりをもらい‬‭「本当に必要か？」‬‭を確認する‬

‭💰 例えば…‬

‭✅‬‭「エアコンフィルター交換（5,000円）」→ 自分で交換すれば半額以下‬

‭✅‬‭「タイヤ交換（4本で5万円）」→ ネット購入＆持ち込み交換なら3万円に節約‬

‭🚗 ③車検専門店・ガソリンスタンドの「格安車検」を活用する‬

‭✅‬‭民間車検場（ユーザー車検代行）なら 5万円～ で済む場合も！‬

‭✅‬‭ガソリンスタンドの車検は 割引キャンペーンを活用するとさらに安く なる‬

‭💡 ただし、格安車検は「最低限の点検・整備」なので、事前のセルフチェックが重要！‬

‭まとめ‬

‭🔹 車検前にセルフチェックを行い、DIYで対応できる整備をしておく！‬

‭🔹 不要な整備を断るために「車検に通る最低限で」と明確に伝える‬

‭🔹 ディーラー車検は高め、民間車検や専門店を活用すると節約できる‬

‭事前にしっかりチェック＆準備すれば、数万円単位で節約可能！‬

‭車検前に このチェックリストを活用し、無駄な出費を防ぎましょう！‬


